











　 2 ． 1 　LCA
　　（ 1 ）原子、分子レベルの環境制御
　　（ 2 ）資源供給の変化





　 3 ． 1 　リスクの解明
　　（ 1 ）新たな技術開発への期待
　　（ 2 ）コンセンサスを持った対処



































































































































































































































































































































































































































“Means of implementation、（a） Financial and cost evaluation 18.”では、
「コストの予測は、関連する国連機関の能力強化の必要性を勘案し、また現
































































（U.S. Environmental Protection Agency）等の機関がレビューした結果に基
づいて知見を整理した結果として次の内容が示されている。
①ヒトの健康への影響
　　ナノ材料のヒトへの影響に関しては、ヒト細胞等を用いた in vitro 試
































































　また、OECD に設置された WPMN（Working party on manufactured 
nanomaterials）が優先的に検討を取り組む物質として選定したナノ材料は
次 の 14 物 質 が 抽 出 さ れ て い る（“LIST OF MANUFACTURED 
NANOMATERIALS AND LIST OF ENDPOINTS FOR PHASE ONE OF 

















































・ナノチューブ・フラーレン ・ クラスター・ナノ粒子 

























































（ 4 ）1999年 5 月に再び電気事業法が改正され、2000年 3 月から大口需要者への
ナノテクノロジーの進展と環境法　133


























































（15）IPCS は、 国連環境計画（UNEP）、国際労働機関（International Labour 
Organization；ILO）、世界保健機構（World Health Organization；WHO）の
共同の国連組織で、「アジェンダ21」の第19章で推進が定められた ICSC









（ 1 ）環境省『平成26年版 環境・循環型社会・生物多様性白書』（2014年）
（ 2 ）勝田悟『グリーンサイエンス』（法律文化社、2012年）
（ 3 ）OECD 編、環境省監訳『OECD レポート　日本の環境政策』（中央法規、
2011年）














（12）LIST OF MANUFACTURED NANOMATERIALS AND LIST OF 
ENDPOINTS FOR PHASE ONE OF THE OECD TESTING PROGRAMME. 
ENV/JM/MONO （2008） 13/REV 07─ Jul ─2008．
（13）科学技術・学術審議会の研究計画・評価分科会・ナノテクノロジー・材料
委員会「ナノテクノロジー・材料分野のおける当面の研究開発の推進に関する
考え方について」（2001年公表資料）
